
スーパーグローバル大学等事業 経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援 

中間評価結果 

 

大 学 名 国際基督教大学 

申請区分 タイプＡ：全学推進型 

 
◇経済社会の発展を牽引するグローバル人材育成支援プログラム委員会における評価（公表用） 

（総括評価） 

S 優れた取組状況であり、事業目的の達成が見込まれる。 

（コメント）  
 
本事業において、これまで国際的なリベラルアーツ教育を推進してきた実績を超えて、更に

新規性を求めた取組が進められている。従来からの優れた英語による教育体制に加え、更にリ

ベラルアーツ英語プログラム（ELA）を中心に据えた英語による教養教育を一層精緻なものにす

る工夫が重ねられており、高い教育効果が期待できる。 

 

書き言葉による情報発信力の涵養のために、一部の専門分野において「W コース」を先行的

に導入し、学生の英語論文執筆増加や、各教員の指導の変化等、様々な取組による成果が見ら

れる。また、「Wコース」開講により得たノウハウを活かして取組を全学的に展開しつつあり、

目標に向けて着実に取り組んでいる。 

 

また、アカデミック・ポートフォリオを活用した新たなテニュア・トラック制度を導入し、

国際教育交流協定締結校との間で「教員交換制度」を設けて海外の大学から教員を迎え、FDセ

ミナーを開くなどの取組が行われている。 

 

英語能力が高い学生や一定の海外体験のある学生をロンドン大学東洋アフリカ研究学院が提

供するコースへ参加可能とする点、これまで協定校の拡充を図ってきた欧米や東アジアのみな

らず東南アジアや南アジアの大学とも新しいタイプの学生交換協定を締結する点、新たに開設

したウェブサイト上で目的別の留学プログラムを紹介し留学に対する動機付けを高めている

点、海外留学で得た単位を最大４０単位まで卒業単位に編入する点等において、きめ細かな取

組の成果が期待できる。また、留学中の学生にメールマガジンを通じて企業情報や求人情報を

提供したり、留学中の学生の安全のために、「国際基督教大学学生海外教育活動安全対策規程」

と「学生海外緊急事態対策マニュアル」を作成している点も評価できる。 

 

明確な目標を踏まえ、必要とされる取組を適切な形で実施に移しており、事業目的が着実に

達成されつつある。引き続き、取組が展開されることを期待する。 


